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林木育種センター東北育種場

高田松原の松苗木が地元「高田松原を守る会」に里帰り

概要 平成２３年５月に「高田松原を守る会」（事務局：陸前高田市）から東

北育種場に対して、東日本大震災の前年秋に住田町にお住まいの方が集め

た高田松原の松ぼっくりから採れた種からの苗木育成を依頼されました。

東北育種場の苗畑に２３年５月３１日に播種し、約６００本が順調に生

育し、昨年５月１２日にそのうちの半分（３００本）を「高田松原を守る

会」の自らの畑で苗木を育てたいという強い要望に応えて引き継ぎました。

現在、東北育種場（滝沢村）と高田松原を守る会でそれぞれ育ててい

る苗木も２０～３０ｃｍ程度に成長し、このたび、育種場で育てている

残りの苗木３００本も、「高田松原を守る会」に里帰りすることになり

ました。

「高田松原を守る会」への苗木の里帰り予定

平成２５年４月２８日（日）１０時頃に東北育種場と高田松原を守

る会は、高田松原を守る会の苗畑（陸前高田市小友町気仙大工左官伝

承館近く）で合流し、畑に植え付ける。

当日は、ボランテイアの学生４０人程も１２時頃畑を訪れることに

なっている。

１ 経 緯

平成２３年３月１１日の東日本大震災に伴う津波により、奇跡的に残った

一本松を除いて、国指定の「名勝高田松原」がほとんど消失しました。

平成２２年の１０月頃に住田町にお住まいの方が装飾用リース製作のため

に高田松原から収集した松ぼっくりから種が採れたため、２３年５月に、「高

田松原を守る会」から、奇跡の一本松の後継樹育成に取り組んでいた東北育

種場に苗木育成の要請がありました。

東北育種場では、要請に応え、国指定の「名勝高田松原」をかたち作った

松の種を同年の５月３１日に播種し、後継樹の育成を開始しました。

その後、種は６月下旬に発芽し、以降、東北育種場では間引き、施肥、病

虫害防除、越冬仮植などの管理を行い、現在、苗高２０～３０㎝に苗木が成

長しています。



高田松原を守る会の苗畑（24.5.12) 高田松原を守る会の苗畑（25.3.22)

高田松原実生苗

（東北育種場苗畑 25.4.11）

問い合わせ先

森林総合研究所林木育種センター東北育種場

（担当：田之畑、安部）

〒 020-0173

岩手県岩手郡滝沢村大崎 95

電話：019-688-4518 FAX：019-694-1715

（担当：田之畑、安部）

播種前の種子 発芽状況(23年6月下旬)


